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8．1111n標識MoAbの肝細胞取リ込みの機序について
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　1111n標識MoAbを体内に投与した場合かなりの肝臓

への取り込みが認められる．しかしながらその機序はい

まだ詳しくは解明されていない．そこでわれわれは初代

培養ラット肝細胞モデルを用いてその機序について検討

した．37°Cでインキュベーションすると4°Cで冷却し

たものより肝細胞によるindiumの取り込みは経時的に

増加した．また2種類のモノクローナル抗体および

GSAにより肝細胞による1111n標識MoAbの取り込み

の抑制が認められた．これよりasialoglycoproteill

re㏄ptorを介してモノクローナル抗体そのものが肝細胞

に取り込まれる機序の存在が示唆された．

9．ラットー時的肝静脈閉塞モデルの肝細胞障害の定量
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　われわれはラットで一時的肝静脈閉塞モデルを作成し，

肝静脈遮断が肝細胞におよぼす影響を核医学的に評価す

るため，99mTc・GSAを用いて基礎的検討を行った．ラ

ットの左肝静脈を遮断し，5分，10分，20分，90分の

4群を作成した．血流遮断解除後に99mTc－GSAを静注

しデータ収集した．肝集積への指標としてtgOを算出し，

血清GPT測定と病理学的検討を行った．　tgo，血清GPT

は4群とも対照群に対し有意に高値を示した．tgoと

GPI「，血流遮断時間との間には良好な正の相関が認めら

れ，ラットー時的肝静脈閉塞モデルの肝細胞障害の評価

に99mTc・GSAは有用と考えられた．

10．肝細胞癌抗癌剤動注および門注療法の99mTc・MAA

　　血流シンチグラフィによる評価
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　肝動脈および門脈にカニュレーションを行い，それに

接続した皮下に留置したリザーパーより抗癌剤を間欠的

に注入している肝細胞癌患老4例に対し，99mTc－MAA

を用いたリザーパーからの血流シンチグラフィを施行し

た．また，同時に99mTc－Sn　colloidによる肝シンチグラ

フィも施行した．

　HCCは動脈シンチでは著明なhot　nodule，門脈シン

チおよび肝シンチにてはcold　noduleとして描出され，

シンチ上門脈からの血液供給を受けるHCCは認められ

なかった．リザーパーからの血流シンチグラフィは，抗

癌剤の肝内分布の評価に有用であると思われた．

11．9gmTcスズコロイド肝dynamic　SPECT法による
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　肝切除後の残存肝機能を予測するため，肝切除が行わ

れた47例の術前に99mTcスズコロイドを用いたdy・

namic　SPECT肝血流シンチグラフィを施行して残存肝

機能体積率を求め，術後経過と比較することで肝切除限

界を検討した．残存肝機能体積率は全有効肝体積と正常

K値の積に対する残存部分の有効肝体積とK値の積の

比として求めた．

　原発性肝臓癌取扱い規約による臨床病期別に術後経過

と残存肝機能体積率を検討した結果，肝臓切除限界は臨

床病期1期では残存肝機能体積率0．23前後に，臨床病

期2期では0．33前後にあるものと推定された．
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